[image: image1.jpg]


[image: image2.jpg]


[image: image3.jpg]



長かった10回の講座を終え、この日はいよいよ最終回となる[image: image4.jpg]


第11回パークレンジャー養成講座です。17名の受講生がこの日を迎え、最後の講義を受けました。
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今回の養成講座の会場は、泉佐野丘陵緑地の郷の館です。はじめに前回の振り返りと、今回の講座の資料の確認や講座の流れを確認しました。
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午前中の講座の講師は、泉佐野丘陵緑地パーククラブの杉本さん、久田さんです。第1回の講座でもパーククラブが講師でした。その際、パーククラブの概要や目指している方向性など、概念的な話を聞くことができました。今回は、さらに掘り下げ、具体的な内容として、パーククラブで活動するにあたっての基本方針や活動内容、事務的な連絡などを説明いただきました。パーククラブが、ボランティア組織であり、受け身ではなく、積極的に活動に参加している組織であることや組織体制として、グループ別に試行錯誤しながら進めていることをお話いただきました。受講生自身も次回からパーククラブとして実践していくべき内容であるため、熱心に耳を傾けていました。
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午後からは、泉佐野丘陵緑地パーククラブの宮下さんのガイドのもと、公園内の散策をしました。コースはバックヤード裏の茶畑跡や竹の丘で発見された昔使っていたと思われる小路、向井池の周りを1時間30分で歩くコースです。公園全体を把握するためにパーククラブの方でも普段はいらない急斜面や竹が繁茂した地区までくまなく歩き、状況を把握しました。受講生の中には慣れない道に苦労されている方もおられました。
散策の最後には、宮下さんから激励の言葉がありました。「やってあげているではなく　やらせてもらっているという心で活動しないと　面白くなくなる。待ちの姿勢、指示待ちの姿勢で活動するよりも　出しゃばりの姿勢で活動した方が　面白いしやりがいもある。」など心に響く言葉をいただきました。
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講座終了後、無事に全11回の講座を受けて修了された17名の方々に修了書が手渡されました。さらに企業グループ大輪会から帽子とブルゾンを贈呈していただきました。次回からは、パーククラブ１、2、3期生の皆さんと合流して共に活動します。受講生の皆さん、長期の受講お疲れ様でした。
≪主な感想≫

・パーククラブの組織及び活動内容が明確になり、具体的にイメージができあがった。今後、目的、方針を共通し、意思疎通を図りながら楽しく活動して行こうと思った。
・レンジャーとしてこれから活動していこうと決意をあらたに持つことができて良かったです。

・4月から11月までの11回の講座は大変勉強になり、いよいよクラブでの活動がはじまります。頑張って身体を動かしたいと思います。

・今までにない、まったくちがった世界を見させて頂きました。地元に育ったにもかかわらず、知らないことが多くありました。今後の活動に少しでも生かしていきたいと思います。

・講座を1回も休まず受けることができ、達成感に満ちています。
・初めて全体で案内してもらったが、竹で荒れた場所を見て、何とかしたいと思うところです。

・険しい山道でとても疲れました。でもさわやかな汗。皆様おつかれさまでした。

・いよいよ最終回の受講となりました。いよいよ実践だ。皆様と協調し、よりよい公園づくりにまい進します。
・中地区の知らない箇所を歩いて、新しい地図が記憶できました。先輩ボランティアの方々も素晴らしいです。
日時：平成24年11月24日（土） ところ：（仮称）泉佐野丘陵緑地





第11回パークレンジャー養成講座


「さあ一緒に活動しよう！」講師：泉佐野丘陵緑地パーククラブ





１．前回の振り返り





２．「さあ一緒に活動しよう！」





報告－２





３．「公園内を散策しよう！」


　





４．修了式








